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Point Problem on Pol匂yhe釘吋dral Coneぜ" 亀之助(上田イ/ベ一シヨン研究所)

4. 中村卓也(法政大学.工学研究科.電気工学専攻経営.管理J はきわめて広汎な分野にわたるものなの

iMRP ロツトサイジング問題j で，その志向する分野.その場の生態.経営と管理のそ

5. 矢島俊弥(慶応義塾大学.理工学研究科.管理工学) れぞれの特徴.人を動かす人間行動等について，その基

「板取り問題の基礎的研究J 礎的な問題を考え，その裏づけとして『歪子Jl If'孫子』

内容 3 月の数理計画部会は昨年に引き続き乞，関東近郊 ならびに本田宗一郎氏の名言のいくつかをとりあげて，

の関連大学の卒論.修論をもとにした「学生セツシヨン」 理論と現実のカか、ゆ力かミわりあいを検討された.

として開催し， 七記の 5 件の発表と活発な質疑応答bが:行 .第 2 闘

なわれ，部会メンパ一とともに多〈の学生が参加した. 日時:昭和6臼3年 4 月 9 日(土) 14引:0∞0-1げ7れ:0∞O 出席者:

なお，任期満了に伴い 4 月より主査が森戸晋から古 7 名 場所:中央区八丁堀東京都勤労福祉会館

林隆(法政大学)に変更となりました.幹事は土谷隆が テ一マ:パ「アジアの構図」

留任し 4 月以降も今までで、どおり統計数理研究所てで、開催 構師:井上喜代重(アジア友の会)

いたします.ふるつてご参加ください. 世界の陸地はアジア大陸を中心として，そこから，ヨ

護物参経営管理システム(研究グル一プ) 一ロツパ.アフリカ.アラピア半島.インド等が突出し
.第 1 回 ており，南米.北米.オ一ストラリアはそのちきぎ0れてで

日時:昭和6臼3年 3 月 5 日(土) 14:0∞0-17わ:0∞O 出席者: きた離島で、あると考えられる.日木はその中の照築樹林

9 名場所:東京都勤労福祉会館 文化.稲作文化圏に属する.日木の文化はその中でも特

テ一マと構師:パ[経営.管理システムと人間行動J 上田 に多様性.柔軟性に富んだ将来性のある文化である.
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学会記事

第B 園理事会議題

1.第 5 団理事会議事録の作

2. 委員会報告

1)庶務幹事会 2)研究普及委員会 昭和63年度シンポ

ジウム・春季・秋季研究発表会経過報告 3)編集委員

会 4)国際委員会 5)会員増強委員会 6)学術会議­

FMES 関係報告

3. 学会細則の一部改正

4. 著作権規程の制定

5. 入退会承認の件

6. 会友の選定

7. 第29回経営科学会(T IMS)国際会議開催の件

8. 昭和62年度ブエロー推薦の件

9. 昭和62年度学会賞授賞候補推薦の件

10. 昭和62年度研究部会・グループ終了経過報告の件

1 1.昭和62年度事業報告(案)及び収支見込の件

12. 昭和63年度役員候補者の件

13. 昭和63年度事業計岡(案)及び収支予算(案)の件

14. 重点領域申請の件

1988 年 6 月号

入会(正会員)

秋月浩志(日本電信電話紛)，大森正明(側東レシステ

ムセンター)，金川明弘(大阪府立大学)，後藤邦夫(南山

大学)，斉藤環(紛長銀経営研究所)，住!万友文(日本開

廷銀行)，竹村哲(星稜女子短大)，千葉勝征(コンビ

紛れ寺島逸郎(大日本印刷脚)，渡辺慶和(庫業能率大

学)

学生会員

大谷浩(上智大学)，小山内純(武蔵工業大学)，川

西信行(関西大学)，甲野勝己(京都工芸繊維大学)，千脇

章広(青山学院大学)，中段満(関西大学)，古川敦(東

京大学)，矢部憲一(東京工業大学)，和田幸子(東京工

業大学)，韓尚秀(大阪大学)

移動(学→正)

池田隆政農橋技術科学大学→紛東芝

久野誉人東京工業大学→東京工業大学

道工 男筑波大学 →埼玉大学

中日i 康一京都大学 →名古屋工業大学

永持 仁京都大学 →j豆橋技術科学大学

平山哲治筑波大学 →電気通信大学

福村直登早稲田大学 →腕鉄道総合技術研究所

森田 治大阪大学 →大阪府立大学
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次号予告

特集 ソフト・システムズ・アプローチ

システムズ・アプローチとは何か

中野文平(東京工業大学)

ソフト・システム思考一ーその意義を考える

北原貞輔(九州大学)

新しいソフト・システムズ・アプローチ

木嶋恭一(東京工業大学)

システム科学の新しい方向

(New Directions in Systems Science) 

M.Jackson(Univ. of Hull)訳・飯島淳一(東工大)

ワークデザインとソフト・システム方法論(SSM)

平野雅章(早稲田大学)

ソフト・システム方法論(S SM)の実務有効性

妹尾堅一郎(英国ランカスター大学)

編集後記・金沢で初めての春季研究発表会は中部支部お

よび地元の皆様のご尽力により成功裡におわりました.

本誌 7 月号に研究普及委員会からルポルタージュが載せ

られる予定です.われわれ編集委員も本誌記事ネタさが

しに手わけして大忙しでした.お世話になりました皆様

にあっくお礼申し上げます・さて 6 月号特集「複合エネ

ルギ一時代J \，、かがでしたでしょうか.編集委員会で特

集候補に上ったのは l 年以上前のことでした.当初は

「コ・ジェネレーション j で話が始まったので、すが委員の

聞ではあまりなじみのない言葉であったのでタイトルも

「複合エネルギ一時代J に落ちつきました. 産業関連の

新聞では従来もよく取り上げられていたのですが，昨年

12月 21 日，日本経済新聞で官・公・民各界代表による座

談会を中心に 3 ベージの特集が組まれました，大見出し

のタイトルも「関心の高まるコージェネレーション・シ

日本オペレーションズ・リサーチ誌編集委員会

委員長山田善婿 東京理科大学

委 員日下泰夫 東京都立商科短期大学

稲場日出男 工学院大学

忍田和良 制日通総合研究所

川野幸三郎 東燃石油化学紛

城川俊一 関東学園大学

新村秀一 住商コンピューターサー

ピス紛

末田直道 帥東芝

徳山博子 住友金属工業紛

松田寿子 日本 IBM紛

松本康男 制三和総合研究所

矢部 ↑専 東京理科大学

飯島淳一 東京工業大学

ステム J ， コージェネレーションの言葉もいよいよポピ

ュラーになってきたようです・省エネルギ一月間は毎年

2 月です.東京，大阪，福岡，高松等で Energy Conｭ

servation Exhibition が開催されます.最初の頃のメ

インタイトル「省エネルギー展j は数年前から「エネル

ギーの有効活用展J に変わりました.内容も年々見応え

あるものが増えてきました.今回の特集号を機会に興味

をお持ちの方は来年ぜひお出かけください (東京会場

は例年 2 月第 l 週北の丸公園・科学技術館)・今月号に

は数カ月ぶりに論文・研究レポートが掲載されました.

このあと数編がレフェリー査読をおえて順次掲載される

予定です.会員の皆様のご投稿をお待ちしています.内

容により論文・研究レポー J. ，論文・事例研究とタイト

ルをわけでおります.詳しくはOR誌 '87年 1 月号 39ペ

ージ囲み記事をご覧になるか，事務局までお問合せくだ

さい (川野幸三郎)

本誌に記載された記事についての著作権は，社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ学会に帰属する.
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